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り1NJSK　浄化槽にいがた

会長　小田島　繁信

副会長　秋山　正良

(

稔

　

会

　

内

　

容

)

(
総
会
概
要
)

去
る
五
月
二
十
四
日
'
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に
お

い
て
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
'
第
一
号
か
ら
第
六

号
ま
で
の
議
案
が
'
審
議
さ
れ
承
認
可
決
さ
れ
た
｡

ま
た
､
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
'
新
会

長
に
小
田
島
民
'
新
副
会
長
に
秋
山
氏
が
選
任
さ

れ
た
｡
加
藤
氏
及
び
佐
野
氏
に
は
'
副
会
長
と
し

て
引
き
続
き
役
員
体
制
を
支
え
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
｡

(
議
事
内
容
等
)

定
刻
の
三
時
に
至
-
事
務
局
長
が
開
会
を
宣
し
'

｢
会
員
総
数
五
〇
一
名
の
う
ち
四
四
1
名
(
委
任
状

出
席
者
三
九
二
名
を
含
む
｡
)
　
の
出
席
を
得
｣
定
款

第
二
十
五
条
に
定
め
る
定
足
数
の
出
席
が
あ
り
'

有
効
に
成
立
し
た
旨
が
報
告
さ
れ
た
｡

次
に
'
加
藤
大
二
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
､
事
務
局
長
よ
-
議
長
の
選
任
に

つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
､
満
場
一
致
に

ょ
-
大
桃
政
春
理
事
を
議
長
に
選
任

し
た
｡

続
い
て
議
長
よ
-
あ
い
さ
つ
の
後
'

定
款
第
二
十
人
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
議
事
録
著
名
人
の
選
任
に
つ
い
て

諮
っ
た
と
こ
ろ
､
満
場
一
致
に
よ
り
長

谷
川
和
貴
理
事
､
高
橋
和
久
理
事
の
両

名
を
選
任
L
t
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
｡

第
一
号
議
案
｢
平
成
二
十
二
年
度
事

業
報
告
に
関
す
る
件
｣
第
二
号
議
案

｢
平
成
二
十
二
年
度
収
支
決
算
報
告
並

び
に
承
認
に
関
す
る
件
｣
を
一
括
上
程

し
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
'
満
場
異
議

な
-
第
一
号
議
案
に
つ
き
了
承
し
'
第

二
号
議
案
に
つ
き
承
認
し
'
可
決

し
た
｡次

に
'
第
三
号
議
案
｢
平
成
二
十
三

年
度
事
業
計
画
案
承
認
に
関
す
る
件
｣

第
四
号
議
案
｢
平
成
二
十
三
年
度
収
支

予
算
案
承
認
に
関
す
る
件
｣
を
一
括
上

程
し
'
満
場
異
議
な
-
承
認
､
可
決

し
た
｡次

に
'
第
五
号
議
案
｢
法
人
移
行
の

件
｣
を
上
程
､
佐
藤
昂
一
特
別
委
員
会

委
員
長
か
ら
法
人
移
行
に
つ
い
て
詳
細

な
る
説
明
を
し
た
後
'
満
場
異
議
な
-

承
認
し
'
可
決
し
た
｡

次
に
'
第
六
号
議
案
｢
役
員
改
選
の

件
二
で
上
程
し
'
支
部
及
び
製
造
'
施

工
､
維
持
管
理
の
各
部
門
か
ら
推
薦
さ

れ
た
役
員
候
補
者
を
満
場
異
議
な
-
承

認
し
､
可
決
し
た
｡

こ
の
度
､
会
長
に
選
任
さ
れ
'
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
｡

当
業
界
は
､
市
町
村
に
お
い
て
浄
化

槽
設
置
区
域
の
拡
大
な
ど
新
し
い
動
き

が
あ
る
も
の
の
依
然
と
し
て
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
に
あ
り
ま
す
｡

そ
の
中
で
'
浄
化
槽
事
業
の
推
進
､

単
独
処
理
浄
化
槽
の
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
転
換
等
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
､

先
を
見
通
し
た
取
-
組
み
が
望
ま
れ
て

お
り
ま
す
｡
ま
た
､
法
人
移
行
の
手
続

き
も
終
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡

そ
の
た
め
に
は
､
会
員
の
協
力
､
団

結
が
何
よ
-
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
｡

会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
､
ご
鞭

桂
を
い
た
だ
き
､
ま
た
'
副
会
長
と
も

ど
も
協
力
し
合
い
'
協
会
事
業
の
積
極

的
な
推
進
と
円
滑
な
協
会
運
営
を
進
め

て
参
-
ま
す
の
で
よ
ろ
し
-
お
願
い
い

た
し
ま
す
｡

去
る
五
月
二
十
四
日
の
当
協
会
第

十
二
期
通
常
総
会
に
お
い
て
､
副
会
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
責

任
の
重
さ
を
た
だ
た
だ
痛
感
し
て
お
り

ま
す
｡近

年
'
浄
化
槽
業
界
を
取
り
巻
-
環

境
は
､
下
水
道
の
普
及
並
び
に
長
引
く

経
済
不
況
の
影
響
で
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
｡
そ
の
た
め
当
協
会
の
会

員
数
も
毎
年
､
減
少
傾
向
に
あ
-
協
会

運
営
も
厳
し
い
も
の
が
あ
-
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
中
､
小
田
島
新
会
長
の

も
と
'
無
い
知
恵
を
絞
り
'
皆
様
の
ご

支
援
と
ご
鞭
桂
を
い
た
だ
き
な
が
ら
､

業
界
並
び
に
協
会
発
展
の
た
め
'
努
力

し
て
い
-
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
｡
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡
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副会長 剌H山正良 劔�hｨ2�
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会員 兀�H�IWb�剪��劔// 剋R作奈穂子 劔��hｨ2�剪��伜)gｸ諸J｢�剌繪z 

// 凭冦姻(���剿g"��劔監事 剋ﾂ原賢二 劔�+x圓�剪���9:�ｴ儖ﾈ���� 
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◎:部会長　○:副部会長

委　員　会　名　簿
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◎:委員長　○:副委員長

顧　問　名　簿

参議院議員　　　中原　　八一

新潟県議会議員　星野　伊佐夫

相　談　役　名　簿

小玉　葉-

古藤　勝条
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敦　由倫
之紀希

※

別表2 11条検査実施状況

【全体】

平成22年度

【内訳】
11条検査(21人槽以上)

平成22年度

効率化11条検査(20人相以下)

平成22年度

別表1　浄化槽設置状況

21年度未 設置基数 �#)D�7�8ﾈ魔�･.■恵解鹿暴き…■: 

蔽 �8ｶ�� ��

単独処理 浄化槽 舶E2經�B�▲5,811 ��s"ﾃc�2�

合併処理 浄代槽 ��R��3��1,441 鼎bﾃCs��

合計 �##2經8�ｳ��3Bﾃ3s���#�津�cB�

V　※ ｢22年度中増減ー　の基数は､浄化槽台帳整

備事業により新たに設置が確認されたも

のを含んでいます｡

平
成
二
十
三
年
度
の
県
の
体
制
は
次

の
と
お
り
で
す
｡
一
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
｡

○
県
民
生
活
･
環
境
部

部

長

　

　

　

　

中

村

稚

枝

子

副

部

長

　

　

　

丸

山

○
廃
棄
物
対
策
課

課

長

　

　

　

　

安

中

不
法
投
棄
対
策
室
長

本
山

事
務
補
佐
　
　
結
城

資
源
循
環
推
進
係

係
長
　
　
小
林

主
任
　
　
鹿
田

主
任
　
　
石
黒

雅
司

康
裕

(
技
術
補
佐
)

俊
介格

　

※

※
平
成
二
十
三
年
四
月
着
任

平
成
二
十
二
年
度
の
法
定
検
査
の
実

施
状
況
等
が
ま
と
ま
-
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
｡

〇
　
七
条
検
査
の
実
施
状
況

七

条

検

査

　

の

実

施

率

は

､

九
二
･
四
%
､
検
査
の
結
果
'
不
適
と

判
定
さ
れ
た
浄
化
槽
は
､
二
二
五
基
'

不
適
率
は
六
･
七
%
で
し
た
｡

〇
　
十
一
条
検
査
の
実
施
状
況

十

一

条

検

査

の

実

施

率

は

六
九
･
七
%
､
検
査
の
結
果
､
不
適
と

判
定
さ
れ
た
浄
化
槽
は
二
'
〇
七
一
基
'

不
適
率
は
一
･
四
%
で
し
た
｡

こ
の
う
ち
'
二
十
一
人
槽
以
上
の
浄

化
槽
を
対
象
と
す
る
十
一
条
検
査
の
受

検
率
は
七
二
人
%
'
不
適
率
は
七
･
〇
%

で
､
二
十
人
槽
以
下
を
対
象
と
す
る
効

率
化
十
一
条
検
査
は
'
六
九
･
五
%
'
不

適
率
は
〇
･
九
%
で
'
平
成
二
十
一
年
度

と
ほ
ぼ
同
程
度
で
し
た
(
別
表
2
参
照
)
｡

平
成
二
十
二
年
度
末
の
浄
化
槽
設
置

基

数

は

､

単

独

処

理

浄

化

槽

一
七
二
､
六
九
三
基
　
(
平
成
二
十
一
年

度
末
か
ら
五
､
八
二
基
減
)
､
合
併
処

理
浄
化
槽
四
六
'
四
七
一
基
　
(
同
一
､

四
四
一
基
増
)
　
の
合
計
二
　
1
　
九
､

1
六
四
基
　
(
同
四
'
三
七
C
基
滅
)
　
で

し
た
　
(
別
表
-
参
照
)
｡

な
お
､
長
岡
市
､
三
条
市
'
柏
崎
市
､

十
日
町
市
'
阿
賀
野
市
､
佐
渡
市
､
阿

賀
町
､
湯
沢
町
の
八
市
町
に
浄
化
槽
法

の
檎
限
が
県
か
ら
移
譲
さ
れ
て
い
ま
す
｡

○
　
末
受
検
者
へ
の
指
導
等

新
潟
県
で
は
十
1
条
検
査
の
受
検
率

が
約
七
〇
%
と
全
国
的
に
み
て
も
高
い

水
準
を
椎
持
し
て
い
ま
す
｡

し

か

し

な

が

ら

､

依

然

と

し

て

三
〇
%
が
未
受
検
で
あ
り
'
こ
れ
ら
に

対
す
る
指
導
･
督
促
体
制
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
-
ま
す
｡
対
象
基
数
は
約

七
万
基
以
上
に
も
上
る
た
め
､
皆
様
方

は
じ
め
関
係
者
の
御
協
力
を
得
な
が

ら
'
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
対
応
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

さ
ら
に
浄
化
槽
管
理
者
に
対
し
て
保

守
点
検
､
清
掃
及
び
法
定
検
査
受
検
の

啓
発
を
行
う
た
め
､
市
町
村
や
県
地
域
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【講習内容及び講師】

①浄化槽のしくみ及び設置の施工と地震対

策について

配新潟県浄化槽整備協会

②浄化槽行政の現状

新潟県県民生活･環境部廃棄物対策課

③採水員検査の現状

新潟県浄化槽指定検査機関

安野=喜.._≡… ��貞��

平成23年2月10日 (午前.午後) 劔+x圷�9zxﾈ��｢�劔��#�kﾂ�

平成23年2月18日 (午後) 劍ﾛ)6�)JｩJhｭ�2�劔��洩ﾂ�

平成23年2月24日 (午前.午後) 劔�hｨ86x8�6(4陞���劔�#Cykﾂ�

平成23年2月28日 (午後) 劍�8葎�8�9j�7h8�5R�劔涛�kﾂ�

芋等;if;iblGljB C F哲

美しい水を守る

7=jlLI--/ =業株式会社
新潟営業所/〒950･0813　新潟市東区大形本町5-12-32
TELO25-27ト8668　FAXO25･27■卜8575

本社/名古屋　支店･営業所/全国43ヶ所　http.//wwwfuICleancoJP/

庶#単数浄化槽の合併蕨顔に対応
●場所をとらない省スペース･浅埋型(高さ1,570mm)だから単独浄

化槽からの転換もスムーズ.従来品(CEj)に比べ設置面積は約73%.

●流人管底310mm､放流管底360mmのレイアウトフリー設計で設置

エリアの自由度が広がります｡

●従来品(CE-5)に比べ､残土処分量は約70%｡

水環鼻改善に貢戯する高度処理
●BOD15mg/D以下　SSIOmg/B以下　T-N20mg/8以下

(財)日本建築センターによる性能評価値

●BOD15mg/8以下は下水道放流水質基準値と同程度です｡

低炭素化凝会の停薬に寄与
●環境省の省エネ基準をクリアした高機能プロワ採用｡

●製造から施工までのCO2排出量は従来品(CE-5)に比べ約800/.o

振
興
局
に
対
し
て
浄
化
槽
に
関
す
る
広

報
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
､
平
成
二
十

年
度
か
ら
､
浄
化
槽
設
置
届
出
を
提
出

し
た
者
に
対
し
て
､
県
か
ら
浄
化
槽
使

用
の
手
引
き
を
送
付
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
｡

○
　
採
水
昌
講
習
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り

)

ま
す
効
率
化
十
一
条
検
査
に
係
る
採
水

員
に
つ
い
て
'
平
成
二
十
二
年
度
は
最

初
の
更
新
時
期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
'

更
新
指
定
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
｡

多
数
の
方
か
ら
受
講
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

今
年
度
に
つ
い
て
も
､
更
新
指
定
講

習
会
及
び
新
規
指
定
講
習
会
の
開
催
を

予
定
し
て
お
-
ま
す
｡
採
水
貞
吏
新
期

限
　
(
新
規
指
定
か
ら
五
年
)
　
を
迎
え
ら

れ
る
方
､
新
規
に
指
定
を
希
望
さ
れ
る

方
は
､
該
当
の
講
習
会
を
受
講
し
て
い

た
だ
き
､
法
定
検
査
受
検
率
向
上
に
更

な
る
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
｡

(
新
潟
県
県
民
生
活
･
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課
)

小
さ
い
魚
見
つ

子
供
た
ち
が
水
ま
み
れ

泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
'

生
物
に
あ
ふ
れ
た
小
川
や

水
辺
の
回
復
を
目
指
し
ま
す
｡

浄
化
槽
の
法
定
検
査
の
採
水
を
行
う

採
水
貞
の
指
定
更
新
時
期
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
'
新
潟
県
内
の
対
象
者
に
対

し
'
講
習
会
を
実
施
し
'
検
査
方
法
､

内
容
等
を
確
認
し
て
も
ら
う
た
め
､
新

潟
県
浄
化
槽
法
定
検
査
管
理
協
議
会
の

主
催
で
更
新
指
定
講
習
会
が
開
催
さ

れ
た
｡当

協
会
に
て
'
浄
化
槽
の
し
-
み
及

び
設
置
の
施
工
と
地
震
対
策
に
つ
い
て

を
､
新
潟
県
か
ら
は
､
浄
化
槽
行
政
の

現
状
に
つ
い
て
を
､
又
､
検
査
機
関
か

ら
は
､
採
水
員
検
査
の
現
状
に
つ
い
て

を
説
明
し
て
頂
い
た
｡

受
講
者
は
､
長
岡
会
場
で
　
(
百
二
十

名
)
､
佐
渡
会
場
で
　
(
十
八
名
)
､
新
潟

会
場
で
　
(
二
百
四
十
七
名
)
'
上
越
会

場
で
　
(
九
十
名
)
'
総
勢
四
百
七
十
五

名
を
数
え
た
｡
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ご
-
:
i
/
 
)
.
.
融
S
十
二
二
m
i
,
 
'
'
;
 
r
H
.
∴

第
十
回
通
常
総
会
を
開
催
　
-

｢
新
潟
県
浄
化
槽
総
合
管
理
協
議
会
｣

は
､
浄
化
槽
に
関
す
る
課
題
を
調
査
'

検
討
し
､
総
合
的
実
践
を
は
か
り
､
そ

の
成
果
を
広
-
関
係
者
に
供
す
る
た
め

に
'
お
互
い
の
立
場
で
意
見
交
換
し
'

共
通
認
識
を
得
る
機
関
と
し
て
､
社
団

法
人
新
潟
県
浄
化
槽
整
備
協
会
と
新
潟

県
浄
化
槽
検
査
機
関
連
絡
協
議
会
の
両

団
体
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
､

今
年
節
目
の
｢
第
十
回
通
常
総
会
｣
が

七
月
二
十
七
日
に
県
公
社
ビ
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

加
藤
会
長
か
ら
今
年
三
月
十
一
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
の

お
話
し
が
あ
-
､
復
興
に
対
し
各
種
団

体
で
力
を
合
わ
せ
今
後
も
支
援
し
て
い

-
必
要
が
あ
る
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
旨
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
｡

議
事
に
つ
い
て
は
'
加
藤
会
長
が
議

長
に
な
-
平
成
二
十
二
年
度
事
業
並
び

に
収
支
決
算
を
は
じ
め
'
平
成
二
十
三

年
度
事
業
計
画
　
(
莱
)
並
び
に
収
支
予

算
　
(
莱
)
　
が
提
案
さ
れ
､
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

事
業
報
告
で
は
､
第
十
五
回
実
務
委

員
会
で
'
平
成
二
十
二
年
度
採
水
貞
指

定
講
習
会
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
と
'

浄
化
槽
保
守
点
検
･
清
掃
の
｢
モ
デ
ル

契
約
書
｣
　
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
内
容

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
｡

今
回
の
役
員
改
選
に
あ
た
-
､
両
機

関
か
ら
理
事
六
名
'
監
事
l
名
の
役
員

名
簿
が
提
案
さ
れ
､
理
事
二
名
と
監
事

一
名
の
変
更
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡
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N ､､.､　∴…､一､､≡､

◎シンプル処理方式
◎スモール&ストロングボディー
◎全高を低く抑えた浅型設計
◎プロワ1台･タイマー不要

◎空気配管1系統
◎槽内落差50mm

◎環境省｢省エネ基準｣対応
◎窒素除去タイプ

.●.守.一崇､.

■従来型との寸法比較イメージ国
(5人槽)

2,500…

実線-マ工ザワ浄化槽VRC-5型(合併処理)

破線-弊社の標準的な単独浄化槽【廃番製品]

VRCⅢフローシート 

l 怒…な妻..痩.. 

流W.付目.杏. ^' ��

I.封 +) ､7 ��I 臼しか=放 

i~r''■l泰 i宝…嘗 ) 倚偖ﾈ�9)ﾈ��ﾂ�

…圭⊆ 
毒 

i 

章W..〟〟J""._.仙;-伽.i-;-;-;._iW L嫌気汚泥凍 菓 

■■■■こ;止■'-':■}`1仙J 

逆洗排水 
≡i≡;■′き ������ﾒ罟ｯﾈ�h���2��*ｲﾂ�

循環水 

5.7.1 0人槽

SMCプレス(5.7人格)

全浄協登録

型式適合認定

BOD 20mg/A

T-N 20mg〟

SS 15mg/A

-270mm　　　　　　　　　　　　　-1 60mm

金島主アムズ#,i会社
新潟営業所　TEL 025-285-0331 FAX 025-285-2249

BOD 20mg/B

T-N 20mg/E

SS 15mg/β

BOD 200mg/B

TIN　50mg/A

SS 160mg/A

新
規
浄
化
槽
の
耕
介

Q
&
A
シ
リ
ー
ズ
　
(
恥
1
 
6
)

マ
エ
ザ
ワ
浄
化
槽
v
R
C
Ⅱ
型
は
ご

好
評
を
い
た
だ
い
た
　
｢
V
R
C
型
｣
　
の

後
継
機
種
と
し
て
開
発
･
発
売
開
始
い

た
し
ま
し
た
｡

V
R
C
Ⅱ
型
は
　
｢
既
設
単
独
浄
化
槽

の
合
併
化
に
貢
献
す
る
機
種
｣
と
し
て

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
単
独
浄
化
槽
か

ら
の
転
換
も
容
易
な
サ
イ
ズ
を
実
現
､

単
独
浄
化
槽
の
問
題
へ
の
配
慮
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
｡

機
能
面
で
は
､
川
汚
泥
処
理
能
力
の

向
上
'
㈱
ピ
ー
ク
カ
ッ
ー
に
よ
る
処
理

機
能
の
安
定
化
､
㈱
生
物
ろ
過
機
能
の

強
化
な
ど
を
図
り
'
処
理
能
力
を
高
め

ま
し
た
｡

放
流
水
質
が
B
O
D
‥
1
 
5
喝
/
L
t

T
-
N
‥
2
0
喝
/
L
t
 
S
S
‥
1
0
喝
/

L
と
高
い
処
理
数
値
を
実
現
し
て
い

ま
す
｡

ま
た
'
流
入
･
流
出
管
底
差
は
5
0
m

で
､
施
工
性
を
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
｡

さ
ら
に
'
本
体
は
V
R
C
型
に
続
き

リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
な
　
｢
ジ
シ
ク
ロ
ペ

ン
タ
ジ
ュ
ン
｣
　
を
採
用
い
た
し
ま
し

た
｡
プ
ロ
ワ
も
｢
省
エ
ネ
基
準
適
合

品
｣
と
な
っ
て
お
-
'
環
境
問
題
へ
の

配
慮
も
い
た
し
て
お
り
ま
す
｡

ま
た
'
耐
衝
撃
性
に
優
れ
､
戸
建
て

住
宅
の
カ
ー
ポ
1
-
な
ど
へ
の
支
柱
工

事
を
不
要
に
し
て
お
り
ま
す
(
車
両
重

量
2
-
ン
以
下
お
よ
び
積
雪
1
m
以
下

の
地
域
対
象
)
｡
工
事
費
用
･
工
期
な

ど
の
削
減
に
寄
与
い
た
し
ま
す
｡
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＼く(_?　｢BODIO標準化主音｣

ニッコー小規模浄化槽浄化王型

-1∴∴ -i-_

P/i i r　紘0　80D I 0

担体流動生物ろ過循環方式

画登録可
型式 ��(嶌咤ﾓXﾅ��浄化王-7型 ��(嶌唏耳璽�ﾅ��

人格 迭�7 ����

総容量 (m3) �"���R�2.944 釘�##b�

全長 (mm) ������2580 �#�3��

全幅 (mm) ���3����C���

全高 (mm) ��c���

本体JEI (kg) ��唐�252 �3C��

本体価格 (税iLみ.円) 鉄srﾃS���808.500 ����SRﾃ����

高度処理性能をコンパクト型でついに実現

･従来品と比べてもさらに軽量化

コンパクト化

づロワ配管を1本化

放涜水賞 

BOD ���ﾖr�決屬�

T-N �#�ﾖr�決屬�

SS ���ﾖx�ﾄﾈ決屬�

･流入一流出　管底差40mm

･放流ポンプ槽一体型もご用意

･支柱レス施工可能

( FRP評定取得　車両総重量2t以下の駐車場)

ニッコー株式会社　　　　住設環境機器事業部新潟営業所

http://W.nikko-company.coJP　　　　新潟市中央区親松136-1 TEL 025(283)5010　FAX 025(283)5215

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
六
日
'
㈱

全
国
浄
化
槽
団
体
連
合
会
の
総
会
に
お

き
ま
し
て
長
年
の
功
績
に
よ
-
'
当
協

会
理
事
の
小
柳
潤
一
氏
(
三
条
文
化
建

設
㈱
代
表
取
締
役
)
　
が
会
長
表
彰
を
受

彰
さ
れ
ま
し
た
｡

ジ
ウ
ム
を
通
し
て
最
新
の
情
報
を
提
供

し
意
見
交
換
を
す
る
事
に
よ
り
'
水
環

境
の
保
全
･
快
適
な
生
活
環
境
を
創
造

す
る
上
で
､
意
義
深
い
研
究
集
会
と

な
っ
て
お
り
ま
す
｡
皆
様
の
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
｡

当
協
会
で
は
､
予
算
の
範
囲
内
で
旅

費
等
の
補
助
を
行
い
ま
す
の
で
希
望
者

は
当
協
会
に
照
会
く
だ
さ
い
｡

今
ま
で
に
協
会
が
発
行
し
た
図
書
類

を
価
格
を
変
更
の
上
'
販
売
す
る
こ
と

と
致
し
ま
し
た
の
で
'
御
希
望
さ
れ
ま

す
方
は
'
事
務
局
へ
御
連
絡
下
さ
い
｡

詳
し
-
は
､
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

御
参
照
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
し
ま
す
｡

㈲
日
本
環
境
整
備
教
育
セ
ン
タ
ー
主

催
の
｢
第
二
十
五
回
全
国
浄
化
槽
技
術

研
究
集
会
｣
が
十
月
十
二
･
十
三
日
の

二
日
間
に
わ
た
-
'
土
浦
市
民
会
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
｡
本
研
究
集
会

は
浄
化
槽
に
関
す
る
技
術
の
向
上
と
適

正
な
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
'
昭
和
六
十
二
年
よ
-
｢
浄
化
槽
の

日
｣
　
の
関
連
事
業
と
し
て
､
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
｡

全
国
よ
-
浄
化
槽
に
関
す
る
研
究
者

や
行
政
担
当
者
･
議
員
･
浄
化
槽
業
界

関
係
者
が
集
い
'
研
究
発
表
や
シ
ン
ポ

三
月
十
一
日
に
発
生
し
ま
し
た
'
東

日
本
大
震
災
か
ら
早
-
も
五
ケ
月
が
た

と
う
と
し
て
お
り
ま
す
｡
い
ま
だ
復
興

に
は
程
遠
-
､
場
所
に
よ
っ
て
は
ガ
レ

キ
の
処
理
す
ら
終
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
｡

震
災
後
､
会
員
の
皆
様
に
義
援
金
の

お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
､
多
-
の
皆
様

よ
-
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
改
め
て

こ
こ
に
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
｡
協
会
か

ら
の
義
援
金
と
あ
わ
せ
て
'
全
浄
連
へ

逮
-
ま
し
た
事
を
報
告
い
た
し
ま
す
｡

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

｡
浄
化
槽

メ
ダ
カ
も
ホ
タ
ル
も
一
戻
る
街
◆

浄
化
槽
の
保

守
点
検
を
忘
れ

ず

に

行

い

ま

し
ょ
､
つ
｡

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
以

来
'
こ
の
日
本
全
体
が
重
苦
し
い
雰
囲

気
に
覆
わ
れ
て
お
-
ま
す
｡
絶
対
的
な

安
全
を
誇
っ
て
い
た
原
子
力
発
電
所
で

は
全
電
源
を
喪
失
す
る
と
い
う
想
定
外

の
事
が
起
こ
-
'
放
射
能
汚
染
の
広
が

-
が
国
民
の
安
定
的
な
生
活
を
壊
し
て

し
ま
い
ま
し
た
｡
地
震
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
津
波
の
破
壊
力
を
目
の
当

た
り
に
し
'
多
-
の
方
が
自
然
の
脅
威

を
感
じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

し
か
し
'
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
と
ば

か
-
に
国
民
を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
た

の
が
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
優
勝
と
い
う
快
挙
で
す
｡
先
制

さ
れ
て
も
追
い
つ
き
､
延
長
戦
で
も
追

い
つ
き
t
 
P
K
戦
に
笑
顔
で
む
か
う
姿

を
見
て
'
優
勝
を
予
感
し
ま
し
た
｡
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ

手
に
で
き
た
勝
利
で
す
｡
地
道
な
努
力

を
重
ね
て
き
た
の
で
し
ょ
う
｡

被
災
さ
れ
た
方
々
と
共
に
､
復
興
に

向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
｡

(
山
作
)


